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　　実習施設一覧表(最寄り駅・バス停までの距離）

施設名　 授業科目名 住所 最寄バス停からの距離 最寄駅からの距離

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

小児看護学実習

母性看護学実習

看護学統合実習

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

小児看護学実習

看護学統合実習

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

小児看護学実習

看護学統合実習

基盤看護学実習

老年看護学実習

看護学統合実習

小児看護学実習

老年看護学実習

精神看護学実習

智頭病院 老年看護学実習 八頭郡智頭町智頭1875 智頭駅から200m

渡辺病院 精神看護学実習 鳥取市東町3-307 200m

ウェルフェア北園渡辺病院 老年看護学実習 鳥取市覚寺181 30m

みやもと産婦人科医院 母性看護学実習 鳥取市叶293-7 100m

タグチIVFレディースクリニック 母性看護学実習 鳥取市覚寺63-6 200m

鳥取産院 母性看護学実習 鳥取市吉方温泉町1-653 120m

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

看護学統合実習

老年看護学実習

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

看護学統合実習

老年看護学実習

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

老年看護学実習

倉吉病院 精神看護学実習 倉吉市山根43 150m

清水病院 基盤看護学実習 倉吉市宮川町129 150m

0m

400m

20m

0m

0m

0m

50m

40m

中
部

倉吉市山根43-1

倉吉市瀬崎町2714-1

東
部

藤井政雄記念病院

野島病院

三朝温泉病院

鳥取県立中央病院

鳥取赤十字病院

鳥取生協病院

鳥取医療センター

尾﨑病院

鳥取市江津730

鳥取市尚徳町117

東伯郡三朝町山田690

鳥取市末広温泉町458

鳥取市三津876

鳥取市湖山町北2-555

資料49
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施設名　 授業科目名 住所 最寄バス停からの距離 最寄駅からの距離

基盤看護学実習

成人看護学実習B

看護学統合実習

老年看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

小児看護学実習

母性看護学実習

看護学統合実習

北岡病院 成人看護学実習A 倉吉市明治町1031-5 20m

谷口病院 老年看護学実習 倉吉市上井町1-13　 70m

岡本小児科医院 小児看護学実習 倉吉市昭和町1-61 210m

まつだ小児科医院 小児看護学実習 倉吉市新町3-1178 200m

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

小児看護学実習

母性看護学実習

看護学統合実習

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

老年看護学実習

看護学統合実習

基盤看護学実習

成人看護学実習A

老年看護学実習

精神看護学実習

看護学統合実習

基盤看護学実習

老年看護学実習

看護学統合実習

日南町国民健康保険日南病院 老年看護学実習 日野郡日南町生山511－7 100m

米子病院 精神看護学実習 米子市日原319-1 140m

養和病院 精神看護学実習 米子市上後藤3-5-1 150m

総合療育センター 小児看護学実習 米子市上福原7-13-3 50m

ミオ・ファティリティ・クリニック 母性看護学実習 米子市車尾南2-1-1 50m

中曽産科婦人科医院 母性看護学実習 米子市西福原4-8-41 600m

母と子の長田産科婦人科クリニック 母性看護学実習 米子市上後藤8丁目5-1 20m

基盤看護学実習

成人看護学実習A

成人看護学実習B

看護学統合実習

老年看護学実習

県
外 松江医療センター 小児看護学実習 松江市上乃木5丁目8-31 20m

津山中央病院 母性看護学実習 岡山県津山市川崎1756 70m

落合病院 母性看護学実習 岡山県真庭市落合垂水251 50m

300m

200m

0m

0m

0m

130m

30m

県
外

中
部

倉吉市東昭和町150

倉吉市上井302-1

鳥取県立厚生病院

垣田病院

済生会境港総合病院

博愛病院

山陰労災病院

日野病院

西伯病院

西
部

米子市皆生新田1-8-1

日野郡日野町野田332

西伯郡南部町倭397

境港市米川町44

米子市両三柳1880
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施設名　 授業科目名 住所 最寄バス停からの距離 最寄駅からの距離

浜坂保育園 小児看護学実習 鳥取市浜坂6-4-18 180m

鳥取あすなろ保育園 小児看護学実習 鳥取市江津５７１－２ 350m

久松保育園 小児看護学実習 鳥取市東町1丁目２０８ 160m

むつみ保育園 小児看護学実習 鳥取市二階町4丁目201 190m

かんろ保育園 小児看護学実習 鳥取市立川町6丁目172 200m

わかば台保育園 小児看護学実習 鳥取市若葉台南2丁目205-2 50m

さとに保育園 小児看護学実習 鳥取市里仁27 200m

湖山保育園 小児看護学実習 鳥取市湖山町南1丁目825 190m

大正保育園 小児看護学実習 鳥取市徳尾134-1 300m

鳥取短期大学附属保育園 小児看護学実習 倉吉市福庭854 0m

倉吉愛児園 小児看護学実習 倉吉市東町342 120m

倉吉東保育園 小児看護学実習 倉吉市上井781-1 480m

いづみ保育園 小児看護学実習 米子市中島１丁目10-55 600m

わかば園 小児看護学実習 米子市加茂町2丁目211 60m

保育園ベアーズ 小児看護学実習 米子市榎原1889-6 100m

よどえババール園 小児看護学実習 米子市淀江町佐陀2169 400m

キッズタウンかみごとう保育園 小児看護学実習 米子市両三柳1400 300m

キッズタウン第2保育園 小児看護学実習 米子市両三柳1400 300m

キッズタウンさくら保育園 小児看護学実習 米子市兼久606-3 230m

介護老人保健施設はまゆう 老年看護学実習 鳥取市野寺62-1 20m

訪問看護ステーションはまゆう 在宅看護学実習 鳥取市野寺62-1 20m

介護老人福祉施設白兎あすなろ 老年看護学実習 鳥取市白兎8 300m

訪問看護にしまち幸朋苑 在宅看護学実習 鳥取市西町5丁目108 400m

介護老人福祉施設やすらぎ 老年看護学実習 鳥取市的場１丁目１１ 30m

介護老人保健施設みやこ苑 老年看護学実習 鳥取市三津1072番地307 250m

訪問看護ステーションみやこ苑 在宅看護学実習 鳥取市三津1072番地307 250m

介護老人保健施設まさたみの郷 老年看護学実習 鳥取市杉崎596 270m

訪問看護ステーションまさたみの郷 在宅看護学実習 鳥取市杉崎596 270m

特別養護老人ホーム三津白寿苑 老年看護学実習 鳥取市三津869-7　　 100m

特別養護老人ホームいこいの社 老年看護学実習 鳥取市湖山町西3丁目113-1 80m

鳥取湖南デイサービスセンター 老年看護学実習 鳥取市松原253-1 20m

デイサービスセンター和 老年看護学実習 倉吉市幸町532-1 300m

介護老人福祉施設うつぶき 老年看護学実習 倉吉市上井301 150m

訪問看護ステーションのじま 在宅看護学実習 倉吉市瀬崎町2714-1 0m

ル・ソラリオン 老年看護学実習 倉吉市山根55-3 120m

ル・サンテリオン 老年看護学実習 倉吉市山根55-233 50m

ル・サンテリオン北条 老年看護学実習 東伯郡北栄町土下123－1 500m

ル・サンテリオン東郷 老年看護学実習 東伯郡湯梨浜町野花443-1 250m

介護老人福祉施設三朝三喜苑 老年看護学実習 東伯郡三朝町大字横手396 410m

デイサービス三朝三喜苑 老年看護学実習 東伯郡三朝町大字横手396 410m

訪問看護ステーションみささ 在宅看護学実習 東伯郡三朝町大字山田108-5 260m

訪問看護リハビリステーションくらよし 在宅看護学実習 倉吉市山根43-1 400m

訪問看護ステーションせいわ 在宅看護学実習 倉吉市上井301 150m

訪問看護ステーション大栄 在宅看護学実習 東伯郡北栄町瀬戸53-2 20m

東
部

東
部

中
部

中
部

中
部

西
部
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施設名　 授業科目名 住所 最寄バス停からの距離 最寄駅からの距離

介護老人福祉施設博愛苑 老年看護学実習 米子市一部555 300m

介護老人保健施設仁風荘 老年看護学実習 米子市上後藤3-5-1 150m

訪問看護ステーション仁風荘 在宅看護学実習 米子市上後藤3-5-1 150m

介護老人保健施設ゆうとぴあ 老年看護学実習 米子市河崎581-3 200m

介護老人保健施設弓浜ゆうとぴあ 老年看護学実習 米子市大崎1511-1 700m

介護老人保健施設なんぶ幸朋苑 老年看護学実習 米子市石井1238 0m

訪問看護ステーションなんぶ幸朋苑 在宅看護学実習 米子市石井1238 0m

介護老人福祉施設よなご幸朋苑 老年看護学実習 米子市上後藤3-7-1 250m

介護老人福祉施設きんかい幸朋苑 老年看護学実習 米子市錦海町3-5-15 150m

デイサービスセンターよねはら 老年看護学実習 米子市米原8-5-77 350m

デイサービスセンターかわさき 老年看護学実習 米子市両三柳5332 550m

介護老人保健施設あわしま 老年看護学実習 米子市彦名町1250番地 120m

介護老人福祉施設ピースポート 老年看護学実習 米子市大崎1511-1 700m

デイサービスセンターアザレアコート 老年看護学実習 米子市両三柳1400 300m

介護老人保健施設はまかぜ 老年看護学実習 境港市蓮池町78-1 0m

介護福祉センターあかねの郷 老年看護学実習 日野郡日南町下石見2315 100m

訪問看護ステーションネットケア 在宅看護学実習 米子市河崎581-3 200m

訪問看護ステーションほんわか 在宅看護学実習 米子市茶町25 50m

訪問看護ステーション白鴎 在宅看護学実習 境港市蓮池町78-1 0m

デイハウスじゅんぷう 地域密着型サービス実習 鳥取市玄好町404 200m

小規模多機能型居宅介護いくのさん家 地域密着型サービス実習 鳥取市湖山町西2丁目237-2 100m

小規模多機能型居宅介護まさたみの郷 地域密着型サービス実習 鳥取市杉崎599-1 300m 津ノ井駅から270m

小規模多機能型居宅介護木守舎 地域密着型サービス実習 鳥取市行徳2丁目429 130m

小規模多機能型居宅介護大郷いくのさん家地域密着型サービス実習 鳥取市松原112-1 220m

地域包括支援センター鳥取中央 地域連携・協働実習 鳥取市富安2-138-4 50m

地域包括支援センター鳥取こやま 地域連携・協働実習 鳥取市湖山町西1-512 280m

地域包括支援センター鳥取西 地域連携・協働実習 鳥取市気高町浜村50-22 100m 浜村駅から220m

地域包括支援センター鳥取南 地域連携・協働実習 鳥取市用瀬町別府96-2 200m

鳥取東健康福祉センター 地域連携・協働実習 鳥取市国府町宮下1221 200m

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域包括支援センターうつぶき 地域連携・協働実習 倉吉市上井300 150m

地域包括支援センターマグノリア 地域連携・協働実習 倉吉市上井1-2-1 150m 倉吉駅から300m

地域包括支援センター倉吉中央 地域連携・協働実習 倉吉市宮川町129 150m

地域包括支援センターかもがわ 地域連携・協働実習 倉吉市関金町関金宿1115-2 300m

地域包括支援センター明倫・小鴨 地域連携・協働実習 倉吉市瀬崎町2714-1 0m

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

中
部

100m

0m琴浦町

八頭郡智頭町智頭1875

湯梨浜町

三朝町

智頭駅から200m

東
部

智頭町

東伯郡三朝町大瀬999-2

東伯郡湯梨浜町久留19-1

東伯郡琴浦町徳万591-2

0m

西
部

八頭郡八頭町宮谷254-1

八頭郡若桜町若桜801-5

岩美郡岩美町浦富1029-2

八頭町

若桜町

岩美町 50m

若桜駅から700m

0m
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施設名　 授業科目名 住所 最寄バス停からの距離 最寄駅からの距離

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

照陽の家 地域密着型サービス実習 米子市角盤町3-124-3 50m

ほんわか茶町 地域密着型サービス実習 米子市茶町25 50m

小規模多機能ホーム仁風荘かみごとう 地域密着型サービス実習 米子市上後藤3-9-46 180m

複合型サービス真誠会ふる里 地域密着型サービス実習 米子市和田町1722 10m

デイハウスごせんごく 地域密着型サービス実習 米子市福市1726-1 50m

デイハウスくずも 地域密着型サービス実習 米子市車尾3丁目12-16 210m

米子市ふれあいの里 地域連携・協働実習 米子市錦町一丁目139-3 0m

米子市義方・湊山 地域連携・協働実習 米子市彦名町1250番地 120m

米子市住吉・加茂 地域連携・協働実習 米子市両三柳4543-30 540m

米子市尚徳 地域連携・協働実習 米子市石井1238 0m

米子市弓浜 地域連携・協働実習 米子市大崎1511-1 700m

米子市箕蚊屋 地域連携・協働実習 米子市一部555 300m

境港市北 地域連携・協働実習 境港市蓮池町78-1 0m

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

地域連携・協働実習

公衆衛生看護活動展開論実習

鳥取市 公衆衛生看護活動展開論実習 鳥取市尚徳町116 50m

鳥取保健所 公衆衛生看護活動管理論実習 鳥取市江津730 0m

地域ケアセンターマグノリア 地域密着型サービス実習 倉吉市上井町1丁目2-1 20m

地域サポートハウスしみず 地域密着型サービス実習 倉吉市宮川町153-7 170m

小規模多機能ホームつばき 地域密着型サービス実習 倉吉市余戸谷町3051-2 400m

小規模多機能型居宅介護施設なの花 地域密着型サービス実習 東伯郡三朝町大瀬1012 100m

小規模多機能型居宅介護事業所ガーデンハウス野花 地域密着型サービス実習 東伯郡湯梨浜町野花440-2 220m

倉吉市 公衆衛生看護活動展開論実習 倉吉市葵町722 50m

倉吉保健所 公衆衛生看護活動管理論実習 倉吉市東巌城町2 100m

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

中
部

20m

北谷公民館 倉吉市福本226-1 70m

東
部

上井公民館 倉吉市大平町360-1 倉吉駅から50m

上北条公民館 倉吉市新田422-1 480m

西郷公民館 倉吉市下余戸118-1 420m

中
部

上灘公民館 倉吉市上灘町9-1 200m

成徳公民館 倉吉市住吉町77-1 20m

明倫公民館 倉吉市福吉町2丁目1674 200m

灘手公民館 倉吉市尾原500 50m

社公民館 倉吉市国分寺74-1

北栄町 東伯郡北栄町由良宿423-1 70m

西
部

江府町 日野郡江府町江尾2088-3 江府駅から50m

日南町 日野郡日南町生山511－5 100m

300m西伯郡南部町倭482南部町
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施設名　 授業科目名 住所 最寄バス停からの距離 最寄駅からの距離

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

生活健康論実習

フィールド体験実習

米子市 公衆衛生看護活動展開論実習 米子市加茂町1丁目1 20m

境港市 公衆衛生看護活動展開論実習 境港市上道町3000 20m

米子保健所 公衆衛生看護活動管理論実習 米子市東福原1丁目1-45 190m

関金公民館 倉吉市関金町大鳥居193-1 50m

西
部

中
部

高城公民館 倉吉市上福田480 40m

小鴨公民館 倉吉市中河原772-6 400m

上小鴨公民館 倉吉市上古川216-3 80m



個人情報の保護と実習記録の取扱い 

 
１．個人情報保護について 
 法令上「個人情報」とは、生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生

年月日、その他の記述等により特定の個人を識別することができるもの（他の情報と容易に照合

することができ、それにより特定の個人を識別することができるものを含む）をいう。また、医

療・介護関係事業者が保有する医療・介護関係個人情報も対象とし、診療録等の形態に整理され

ていない場合でも個人情報に該当する。医療機関における個人情報の例には、診療録、処方箋、

手術記録、助産録、看護記録、検査所見記録、エックス線写真、紹介状、退院した患者に係る入院

期間中の診療経過の要約、調剤録等がある。 
高度情報通信社会の進展に伴い個人情報の利用が著しく拡大したことにより、個人情報の有用

性に配慮しつつ、個人の権利利益を保護しなければならないことを謳っているのが、「個人情報の

保護に関する法律」である。個人情報を取扱う事業者等に対して、個人情報を取扱うに当たりそ

の利用目的をできる限り特定し（15 条）、特定された利用目的の達成に必要な範囲を超えた個人

情報の取扱いを原則禁止としている（16 条）。また、個人データの安全管理（20～22 条）、本人の

同意を得ない個人データの第三者への提供を原則禁止している（23 条）。 
看護者は極めてプライベートな個人情報を取り扱う職種であり、「保健師助産師看護師法」でも、

正当な理由がなく業務上知り得た人の秘密を漏らしてはならない、そのことは保健師、看護師、

准看護師でなくなった後においても同様とする（42 条の２）と定められている。また、この規程

に違反して、業務上知り得た人の秘密を漏らした者は、６か月以下の懲役あるいは 10 万円以下罰

金に処せられる（44 条の２）。個人情報の保護については看護学生でも同様であり、受け持ち患

者やその家族、また受け持ち以外でも実習中に知り得た患者や実習施設の情報などについて、そ

の取扱いには十分な注意が必要である。 
 

２．学生の臨地実習における情報の取扱い 
 実習中、学生は対象者の個人情報を容易に入手できる環境にあり、看護者・臨地の実践者等が

行うケアの一部も実施しているため、学生にも守秘義務が生じる。また、実習記録の保管やプラ

イバシーの保護にも看護記録、臨地の実践記録等と同等の配慮が必要となる。学生は実習期間中

に知り得た情報については守秘義務を遵守する。 
 １）受け持ち患者・利用者・施設に関する情報に接することに対して説明し、同意を得る。 
 
３．実習記録の取扱い 
実習記録に個人を特定できる内容が含まれる場合には「匿名性」の確保だけが機密の保持にな

るわけではないことを十分に理解し、取扱いに留意する。実習記録の取扱いに関する主な留意点

を以下に示す。 
１）記録用紙には、個人を特定する情報（住所、氏名、生年月日、病院、病棟名、施設名、家 

族歴や遺伝情報等）を可能な限り記載しない。 
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 ２）不必要な情報や不確実な情報は記載しない。 
 ３）情報収集は手書きのみで、診療記録（診療記録等個人情報を含む記録・文書等）および看 

護記録、実習記録は安易に複写しない。 
  ４）個人が特定される可能性のある実習記録等の施設外の持ち出しは原則として禁止する。 

施設の特性から保管場所を確保できない等やむを得ず施設外に持ち出す際には規則に則る。 
  （１）記録物は、ファイルに綴じ、散逸を防ぎ、第３者の目に触れないようにする。 
  （２）記録物は、実習施設と自宅、大学以外に持ち運ばない。但し、各実習で定められた特 

定の記録用紙に関しては、実習場に必ず留め置く。 
  （３）個人情報の記されたメモ類は、糸やステープル、コイルで綴じられたノートを使用し、

散逸を防ぐ。 
 ５）実習目的以外に利用しない。 
 ６）電子情報へのアクセスは行わない。 
 ７）実習記録の作成にパソコン等の電子媒体を使用した場合には、ハードディスクにデータが 

残る事を考慮し、内容を消去する。 
 ８）実習終了後、使用する必要がなくなった時点で、速やかに実習記録および情報収集した 

メモ類は細かく裁断し破棄する。また、電子媒体に残されたデータも消去する。 
 ９）カンファレンスで用いる資料に記載する個人情報は最小限にとどめ、使用する必要がなく 

なった時点で細かく裁断する等適切に処分する。 
 10）記録物だけでなく、言動からの情報の漏洩を避ける。 
 11）実習終了後、個人が特定されている実習記録は、教員が適切に保管・管理し、学生が必要

な場合はこれを閲覧する。保管期間の後は裁断、破棄する。 
 
４．実習記録の開示 
  学生の実習記録は実習を目的とするための手段であり、公的な記録である看護記録等とは異 

なるため、原則として実習記録を開示する必要はないと考えられる。しかし、開示を求めた患 
者の状況、施設の設置主体、当該地域の条例、実習記録の内容により、場合によっては開示し 
なければならないこともある。 

2 
 



事故防止と事故発生時の対応及び報告手続き 

 
 実習中は、実習時間だけでなく実習施設外でも事故の発生に注意を払うことが大切である。特

に、明らかな事故に至らなくても、一歩間違えば事故に至る可能性の高い出来事もある。 
学生は自学自習を十分に行ったうえで、細心の注意を払い実習に臨む。しかし実習中は、予測

不可能な出来事に遭遇する場合や、予期せぬ事故が起こることで学生自身がその当事者の立場に

なる場合がある。以下のような対応および報告手続きを速やかに行い、対象者や学生・実習場の

被害を最小限に食い止める努力が求められる。 
 実習中の事故には、アクシデントとインシデントが含まれる。アクシデントとは、対象者や本

人等に傷害が起きた等の事象であり、インシデントとは対象者や本人等に傷害が起こる可能性は

あったけれども未然に（偶然または意識的に）回避・防止され、結果的に対象者に傷害が及ばな

かった事象のことである。 
 
１）アクシデント発生時 
 （１）主なアクシデントの種類について 

① 対象者の身体に関する事故：転倒、転落、誤薬、損傷等 
② 学生の身体に関する事故：切傷、注射針刺入、伝染性疾患の感染等、実習時間内の移動時 

の事故 
③ 物品の破損・紛失に関する事故：医療物品や備品の破損・紛失、対象者の私物破損・記録 

物の紛失（個人情報の漏えい）等 
（２）アクシデント時の応急処置について 

① 対象者に対して事故を起こした場合  
a. 学生は、直ちに担当教員および実習指導者へ報告し、指示に基づき対象者を安全な場所 

へ移し、応急処置を行う。 
b. 担当教員は、病棟看護師長等管理者と連携を取り主治医に報告する。その後、主治医の 

判断により、適切に対処する。 
② 学生が受傷した場合 
a. 受傷学生は、応急処置を行うと同時に担当教員および実習指導者へ報告する。必要に応 

じて、担当教員は受傷学生を医療機関（各実習施設）へ受診させる。 
b. 実習場（訪問先を含む）への移動時の事故の場合、担当教員、実習施設および必要時

は警察、大学総務部へ連絡する。必要に応じて、担当教員は、受傷学生を医療機関へ受

診させる。 
③ 物品の破損・紛失の場合 
a. 事故発生時、学生はすみやかに担当教員および実習指導者に報告する。 
b. 破損現場が危険な状況にある場合は、指示に基づき、破損物を処理する。 

 
（３）報告手続きについて 

① 学生は、「事故発生届」または「感染事故発生届」を、担当教員へ提出する。 
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本人（学生）

担当教員

実習責任教員

実習委員長

学部長

学 長

実習施設
病棟師長

実習施設
看護部

医療機関受診

実習中の事故発生時の対応および報告について

実習指導者

a. 学生自身の針刺し事故に関しては、「感染事故発生届」用紙にて報告する。 
b. 上記以外の事故に関しては、「事故発生届」用紙にて報告する。 
c. 学生自身の事故について学生が受診した場合、必要に応じて診断書も添えて報告する。 

② 担当教員は、学生から「事故発生届」または「感染事故発生届」を受け取り、状況の確 
認および学生へ指導の後、実習責任教員へ提出し、報告する。但し、実習責任教員が不 
在の場合は、実習委員長に報告する。 

③ 実習責任教員は、当該実習施設へ報告し、「事故発生届」または「感染事故発生届」を実 
習委員長に提出し、報告する。但し、実習委員長が不在の場合は、学部長へ報告する。 

④ 実習委員長は、学部長へ報告する。学部長は学長へ報告する。 
 
（４）事故報告後の処理について 

   事故発生状況の分析を行い、今後の事故防止のための課題を話し合う教育的配慮が必要で

ある。 
 
（５）費用負担の対応について 

学生が受診した場合の費用は学生の健康保険または自費となる。 
 
２）インシデント発生時 

（１）インシデントが発生時、学生は、実習指導教員および実習指導者に報告し、「インシデン 
ト報告書」を実習指導教員に提出する。 

（２）学生より報告を受けた実習指導教員はすみやかに実習責任教員に報告し、実習責任教員 
は実習委員長に直接、報告する。報告手段は原則として所定の用紙を用いるが、緊急性 
を要する場合には先ず口頭やメール等で報告し、後日所定の用紙を提出する。 

（３）看護部への報告については、病棟看護師長等管理者と相談して対応する。 
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1

教員・学期別担当授業科目計画表(教授前期)

2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24

名前 専門

生活　8名
上井公民館

生活　6名
上北条公民

館

連携・協
働2名
うつぶき

生活　6名
西郷公民館

連携・協
働2名

かもがわ

生活　6名
上灘公民館

連携・協
働4名
三朝町

生活　6名
成徳公民館

生活　6名
明倫公民館

　　
生活　6名
灘手公民館

実習

小児5名
労災病
院

小児4名
保育園ベ
アーズ

小児4名
松江医療セ

ンター

小児4名
よどえバ
バール園

小児4名
キッズタ
ウン

説明

看護学統合

看護学統合

看護学統合

看護学統合

看護活動と研究<3年前期>

・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。

９月

・連携協働実習は2～3日に1回の巡回指
導のため、大学内講義と両立でき負担は
ない。
・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習で
あり、1～2日に1回の巡回指導のため両
立可能である。

授業

3

4

宮島　多映子
基盤看護

学

小児看護学概論<2年前期>

看護学統合研究<4年通年>
授業

小野　晴子

スタディスキル<1年前期>

看護学統合研究<4年通年>

成人看護学概論<2年前期>

基盤看護技術A<1年前期>
スタディスキル<1年前期>

基盤看護技術C<2年前期>

成人看護
学

母子看護
学

小村　三千代5

・連携協働実習は2～3日に1回の巡回指
導のため、大学内講義と両立でき負担は
ない。
・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習で
あり、1～2日に1回の巡回指導のため両
立可能である。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

実習

看護学統合研究<4年通年>

看護学概論<1年前期>

基盤看護技術C<2年前期>

生活健康論<1年前期>

2
基盤看護

学
田中　響

1
地域包括
支援看護

学
近田　敬子

地域連携・協働支援論<3年前期>

スタディスキル<1年前期>

看護学統合研究<4年通年>

授業

実習

基盤看護技術A<1年前期>

地域連携・協働支援論<3年前期>

看護倫理学<2年前期>

実習

授業

授業

・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習で
あり、1～2日に1回の巡回指導のため両
立可能である。

成人看護学援助論B<3年前期>

小児看護学援助論<3年前期>

・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。
・実習は1施設以上を担当し、2施設の時
は1～2日に1回の巡回指導とする。

成人看護学援助論A<2年前期>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合

実習

夏

期

休

業
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2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24

名前 専門

説明
９月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

連携・協
働4名

ふれあい

連携・協働
4名

義方湊山

連携・協働
4名

住吉加茂

連携・協
働4名
尚徳

　

授業

実習

実習

授業

授業

授業

授業

母性
4名

長田クリニック

母性
4名

ミオ・クリニック

看護学統合

看護学統合

実習

実習

授業

看護学統合研究<4年通年>
6

母子看護
学

前田　隆子

早川　大輔9

看護学統合研究<4年通年>

10 荒川　満枝 専門支持

看護学統合研究<4年通年>

人体の構造と機能C<1年前期>
基盤看護技術A<1年前期>

人体の構造と機能C<1年前期>
人体の構造と機能A<1年前期>

スタディスキル<1年前期>

専門支持

母性看護学援助論<3年前期>

感染免疫学<2年前期>
基盤看護技術C<2年前期>

スタディスキル<1年前期>

・連携協働実習は2～3日に1回の巡回指
導のため、大学内講義と両立でき負担は
ない。
・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。

母性看護学概論<2年前期>
スタディスキル<1年前期>

家族看護学<2年前期>

教養荒井　優11

教養土居　裕美子12
日本語表現<1年前期>

スタディスキル<1年前期>
人間学<1年前期>

スタディスキル<1年前期>

8
地域包括
支援看護

学
安田　美彌子 精神　5名

倉吉病院

・連携協働実習は2～3日に1回の巡回指
導のため、大学内講義と両立でき負担は
ない。
・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。

授業

地域包括
支援看護

学
矢倉　紀子7

地域連携・協働支援論<3年前期>
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ<3年前期>

看護学統合研究<4年通年>

精神看護学概論<3年前期>



1

教員・学期別担当授業科目計画表(教授後期)

1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 4 11 18 25

名前 専門

フィールド
6名

北谷公民
館

フィールド
6名

高城公民
館

フィール
ド8名

上井公
民館

フィール
ド6名

上北条
公民館

フィール
ド6名

西郷公
民館

小児
4名

いづみ

小児
4名

いづみ

小児
3名

むつみ

小児
2名

生協病
院

小児
2名

生協病
院

小児
3名

中央病
院

小児
2名

生協病
院

小児
10名

短大附
属

小児
4名

まつだ医院

小児
4名

わかば
園

小児2名
浜坂保
育園

小児
2名

鳥取医
療

小児3名
中央病

院

小児4名
あすなろ
保育園

小児2名
久松保
育園

３月

リフレクション論と実践<2年後期>

2

1

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

3

基盤看護
学

田中　響

地域包括
支援看護

学
近田　敬子

母性
4名

ミオ・クリニック

母性
4名

ミオ・クリニック

母性
4名

中曽医院

母性
2名

中央病院

母性
2名

ミオ・クリニック

説明

・フィールド体験実習は2～3日に1回の巡回
指導のため学内講義と両立でき、教員の負
担は少ない。

・実習は1施設以上を担当し、2施設の時は1
～2日に1回の巡回指導とする。学内での講
義は実習帰校日に実施するため両立可能で
ある。

・フィールド体験実習は2～3日に1回の巡回
指導のため学内講義と両立でき、教員の負
担は少ない。

・フィールド体験実習は2～3日に1回の巡回
指導のため学内講義と両立でき、教員の負
担は少ない。

基盤看護
学

宮島　多映子

看護総合<4年後期>

小村　三千代

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

小野　晴子
成人看護

学

看護ケア論<1年後期>

母子看護
学

看護総合<4年後期>
看護学統合研究<4年通年>

看護総合<4年後期>
看護学統合研究<4年通年>

看護総合<4年後期>
基盤看護技術D<2年後期>

看護総合<4年後期>

１０月 １１月 １２月

基盤看護技術B<1年後期>
基盤看護技術D<2年後期>

１月 ２月

基盤看護技術D<2年後期>

基盤看護技術D<2年後期>

看護総合<4年後期> 看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期> 看護総合<4年後期>

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

基盤看護技術B<1年後期>

母性
4名

津山中央

母性
2名

中曽医院

母性
4名

落合病院

・2施設以上担当時は2～3日に1回の巡回指
導のため、学内での講義は実習帰校日に実
施するため両立可能である。

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

母子看護
学

前田　隆子6

看護総合<4年後期> 看護総合<4年後期>

母性
5名

タグチクリニック

母性
5名

タグチクリニック

5

4
看護管理学<4年後期>

基盤看護技術B<1年後期> 基盤看護技術B<1年後期>

看護総合<4年後期>
冬

期

休

業

春

期

休

業
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2

1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 4 11 18 25

名前 専門

３月

説明
１０月 １１月 １２月 １月 ２月

人体の構造と機能D<1年後期>
人体の構造と機能B<1年後期>

人体の構造と機能D<1年後期>
人体の構造と機能B<1年後期>

公衆衛生看護学概論<2年後期>

・実習は1施設以上を担当し、2施設の時は1
～2日に1回の巡回指導とする。

文学<2～4年後期>

人体の構造と機能D<1年後期>人体の構造と機能D<1年後期>

精神　4名
渡辺病院

精神　4名
渡辺病院

精神　4名
米子病院

山陰論<1年後期>

看護学統合研究<4年通年>

看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期>
公衆衛生看護学概論<2年後期>

早川　大輔

安田　美彌子

地域基礎看護学<1年後期>

看護学統合研究<4年通年>

精神　4名
米子病院

看護学統合研究<4年通年>

教養荒井　優

基盤看護技術D<2年後期> 基盤看護技術D<2年後期>

山陰論<1年後期>
宗教学<1～4年後期>

地域包括
支援看護

学
矢倉　紀子

看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期>

基盤看護技術B<1年後期>

地域包括
支援看護

学

11

山陰論<1年後期> 山陰論<1年後期>

精神　4名
倉吉病院

精神　6名
養和病院

精神　4名
倉吉病院

精神　4名
渡辺病院

8

7

教養土居　裕美子

宗教学<1～4年後期>

文学<2～4年後期>

日本語表現演習<1年後期>日本語表現演習<1年後期>

山陰論<1年後期>

山陰論<1年後期>

基盤看護技術B<1年後期>

看護総合<4年後期>

12

専門支持荒川　満枝10

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

専門支持9

看護学統合研究<4年通年>



1

教員・学期別担当授業科目計画表(准教授前期)

2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24

名前 専門

生活　6名
社公民館

生活　6名
北谷

公民館

連携・協働
4名
弓浜

連携・協働
2名

マグノリア

老年
2名

谷口病院

老年　4名
三朝温泉病

院

連携・協働
2名

箕蚊屋

連携・協働
2名

明倫小鴨

老年　4名
デイサービ

ス和

連携・協働
4名

境港市北

老年
2名

デイ三喜苑

老年　2名
ル・サンテリ

オン

老年2名
サンテリオ

ン東郷

実習

連携・協働
4名

岩美町

連携・協働
4名

若桜町

授業
連携・協働

2名
鳥取中央

連携・協働
1名

鳥取こやま

連携・協働
1名

鳥取西

連携・協働
1名

鳥取南

連携・協働
1名

鳥取東

連携・協働
4名

八頭町

連携・協働
2名

南部町

看護活動
展開論  4名

三朝町

看護活動
展開論  4名

八頭町

看護活動
展開論  6名

鳥取市

連携・協働
4名

湯梨浜町

連携・協働
4名

智頭町

連携・協働
2名

江府町

看護活動
展開論  4名

北栄町

看護活動
展開論  4名

若桜町

看護活動
展開論

4名
岩美町

連携・協働
4名

北栄町

連携・協働
2名

日南町

看護活動
展開論  4名

智頭町

説明

授業

実習

授業

実習

実習

授業

授業

・看護学統合実習は講義日以外の
実習とするため両立可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の
実習であり、1～2日に1回の巡回指
導のため両立可能である。

・連携協働実習は2～3日に1
回の巡回指導のため、大学内
講義と両立でき負担はない。
・看護学統合実習は講義日以
外の実習とするため両立可能
である。
・2施設以上担当時は2～3日
に1回の巡回指導のため、学
内での講義は実習帰校日に
実施するため両立可能であ
る。

・連携協働実習は2～3日に1回の
巡回指導のため、大学内講義と両
立でき負担はない。
・看護学統合実習は講義日以外の
実習とするため両立可能である。
・実習は1施設以上を担当し、2施設
の時は1～2日に1回の巡回指導と
する。学内での講義は実習帰校日
に実施するため両立可能である。

・連携協働実習は2～3日に1回の巡回指導のた
め、大学内講義と両立でき負担はない。
・看護学統合実習は講義日以外の実習とするた
め両立可能である。
・実習は1施設以上を担当し、2施設の時は1～2
日に1回の巡回指導とする。学内での講義は実
習帰校日に実施するため両立可能である。

・看護学統合実習は講義日以外の
実習とするため両立可能である。

・連携協働実習は2～3日に1回の巡回指
導のため、大学内講義と両立でき負担はな
い。
・看護学統合実習は講義日以外の実習と
するため両立可能である。
・2施設以上担当時は2～3日に1回の巡回
指導のため、学内での講義は実習帰校日
に実施するため両立可能である。

産業保健<3年前期>
疫学<3年前期>

在宅　4名
仁風荘

在宅　4名
仁風荘

授業

実習

授業

精神　5名
倉吉病院

地域連携・協働支援論<3年前期>

在宅　3名
くらよし

看護学統合研究<4年通年>
看護管理論実習

10名
鳥取保健所

在宅　3名
のじま

在宅　4名
せいわ

在宅　4名
大栄

在宅　3名
のじま

在宅　3名
くらよし

在宅　4名
なんぶ幸朋苑

看護管理論実習
10名

鳥取保健所

基盤　4名
済生会病院

基盤　4名
博愛病院

基盤 4名
三朝温泉病院

基盤　4名
済生会病院

在宅　4名
まさたみの郷

6

老年看護学概論<2年前期>

在宅　4名
ネットケア

地域連携・協働支援論<3年前期>

在宅　4名
ほんわか

在宅　4名
済生会白鴎

在宅　3名
みささ

4

在宅　3名
みささ

在宅　4名
はまゆう

地域包括支
援看護学

看護管理論実習
10名

鳥取保健所

在宅　3名
みやこ苑

公衆衛生
看護学

美舩　智代

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ<4年前期>

実習

梅津　靖江

在宅　3名
みやこ苑

在宅　4名
まさたみの郷

在宅　4名
にしまち幸朋苑

看護学統合研究<4年通年>

地域包括支
援看護学高田　美子

地域包括支
援看護学中川　康江

在宅看護学援助論<3年前期>

老年看護学援助論<3年前期>

精神看護学援助論<3年前期>

在宅　4名
ネットケア

在宅　4名
なんぶ幸朋苑

看護学統合研究<4年通年>

９月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

基盤　2名
清水病院

1

基盤看護技術A<1年前期>
基盤看護技術C(治療援助)<2年前期>

十九百　君子 基盤看護学
看護学統合

看護学統合研究<4年通年>

7 細田　武伸
公衆衛生
看護学

看護学統合研究<4年通年>

スタディスキル<1年前期>

スタディスキル<1年前期>

スタディスキル<1年前期>

地域包括支
援看護学

仲野　真由美5

スタディスキル<1年前期>

3

2

看護学統合

看護学統合

看護学統合

看護学統合

看護学統合

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

基盤 6名
野島病院

夏

期

休

業
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1

教員・学期別担当授業科目計画表(准教授後期)

1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 4 11 18 25

名前 専門

フィールド
6名

上灘公民
館

老年6名
野島病院

老年4名
サンテリ
オン北条

老年　2名
ゆうとぴ

あ

老年2名
博愛苑

老年　4名
仁風荘

老年
4名

はまかぜ

老年　2名
ピース
ポート

老年　2名
みやこ苑

老年
2名

やすらぎ

老年
2名

白兎あす
なろ

老年　4名
老健はま

ゆう

老年　2名
弓浜ゆう
とぴあ

老年　2名
なんぶ幸

朋苑

老年4名
西伯病院

老年　2名
アザレア

コート

老年4名
まさたみ

の郷

老年　2名
湖南デイ
サービス

老年
4名

いこいの
社

老年4名
ウェル

フェア渡
辺

老年4名
あわしま

老年　2名
よなご幸

朋苑

老年　2名
よねはら

老年
4名

三津白寿
苑

老年　2名
かわさき

老年4名
博愛病院

フィールド
6名

小鴨公民
館

説明

・フィールド体験実習は2～3日に1回の
巡回指導のため学内講義と両立でき
教員の負担は少ない。

・フィールド体験実習は2～3日に1回の
巡回指導のため学内講義と両立でき
教員の負担は少ない。

・2施設以上担当時は2～3日に1回の
巡回指導のため、学内での講義は実
習帰校日に実施するため両立可能で
ある。

・実習は1施設以上を担当し、2施設の
時は1～2日に1回の巡回指導とする。
学内での講義は実習帰校日に実施す
るため両立可能である。

地域包括
支援看護

学
高田　美子2

4

在宅看護学概論<2年後期>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

5 仲野　真由美

地域包括
支援看護

学

コミュニティ論<2年後期>

３月

6 公衆衛生看護学

基盤看護技術B<1年後期>
基盤看護技術D<2年後期>

１０月 １月

看護総合<4年後期>

１１月 １２月 ２月

看護教育学<4年後期>

看護総合<4年後期>

基盤看護技術B<1年後期>
基盤看護技術D<2年後期>

災害看護論<2年後期>

3

基盤看護
学

十九百　君子1
看護総合<4年後期>

美舩　智代

看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

社会福祉・社会保障論<2年後期>

地域包括
支援看護

学

看護総合<4年後期>

7 細田　武伸 公衆衛生看護学

看護学統合研究<4年通年>
公衆衛生学<1年後期>

精神　4名
米子病院

地域包括
支援看護

学
中川　康江

精神　4名
米子病院

精神　6名
養和病院

精神　4名
倉吉病院

精神　4名
倉吉病院

精神　4名
西伯病院

精神　4名
渡辺病院

公衆衛生学<1年後期>

看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期>

梅津　靖江

看護学統合研究<4年通年>
看護総合<4年後期>

在宅看護学概論<2年後期>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

社会福祉・社会保障論<2年後期>

精神　6名
鳥取医療セン

ター

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護総合<4年後期>

看護総合<4年後期>看護総合<4年後期>

春

期

休

業

冬

期

休

業
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1

教員・学期別担当授業科目計画表(助教前期)

2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24

名前 専門

生活　6名
高城

公民館

生活　6名
小鴨

公民館

生活　6名
上小鴨
公民館

生活　6名
関金

公民館

授業

授業

実習

授業

実習

6 平野　裕美
成人看護

学 実習

小児6名
総合療育

小児4名
第2保育

園

小児4名
さくら保育

園

授業

実習

授業

老年　4名
垣田病院

老年　4名
特養三喜

苑

老年　2名
ル・ソラリ

オン

老年　6名
藤井記念

病院

看護活動
展開論
12名

境港市

看護活動

展開論

2名
南部町

看護活動
展開論

6名
米子市

連携・協
働
2名

倉吉中央
看護活動

展開論

8名
米子市

看護活動
展開論

2名
江府町

連携・協
働
4名

琴浦町
看護活動
展開論
10名

倉吉市

看護活動
展開論

4名
琴浦町

看護活動
展開論

4名
湯梨浜町

看護学統合研究<4年通年>

基盤 4名
尾﨑病院

基盤 6名
中央病院 ・看護学統合実習は講義日以外の実習

とするため両立可能である。

・実習は1施設以上を担当し、2施設の時
は1～2日に1回の巡回指導とする。

成人B　4名
赤十字病院

・看護学統合実習は講義日以外の実習
とするため両立可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習
であり、1～2日に1回の巡回指導のため
両立可能である。

・看護学統合実習は講義日以外の実習
とするため両立可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習
であり、1～2日に1回の巡回指導のため
両立可能である。

・看護学統合実習は講義日以外の実習とするため両立
可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習であり、1～2日に
1回の巡回指導のため両立可能である。

・看護学統合実習は講義日以外の実習とするため両立
可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習であり、1～2日に
1回の巡回指導のため両立可能である。

看護学統合

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

基盤 6名
生協病院

成人B　4名
赤十字病院

基盤　4名
垣田病院

・実習は1施設以上を担当し、2施設の時
は1～2日に1回の巡回指導とする。

成人B
4名

中央病院

・実習は1施設以上を担当し、2施設の時
は1～2日に1回の巡回指導とする。

看護管理論実習
10名

米子保健所

基盤　6名
労災病院

看護学統合

出石　幸子

成人看護
学

看護学統合

看護学統合

説明

・看護学統合実習は講義日以外の実習とするため両立
可能である。
・生活健康論実習は夏期休業中の実習であり、1～2日に
1回の巡回指導のため両立可能である。

・看護学統合実習は講義日以外の実習
とするため両立可能である。
・2施設以上担当時は2～3日に1回の巡
回指導のため、学内での講義は実習帰
校日に実施するため両立可能である。

授業

実習

授業

実習

実習

基盤　6名
労災病院

基盤　4名
西伯病院

母性
4名

労災病院

成人B　6名
生協病院

成人B
4名

中央病院

７月 ９月８月

基盤看護技術A<1年前期>

看護学統合

看護学統合研究<4年通年>
基盤看護技術C<2年前期>

3

5

４月 ５月 ６月

基盤看護
学

佐々木　晶子1

2 田中　福恵
基盤看護

学

基盤看護技術A<1年前期>
基盤看護技術C<2年前期>

永見　純子

村口　孝子

看護学統合
実習

成人看護
学

看護学統合

成人看護
学

8

9

看護管理論実習
10名

米子保健所

看護管理論実習
10名

米子保健所

母子看護
学

井田　史子

実習

地域包括
支援看護

学
伊藤　順子

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

4

看護学統合

看護学統合

実習

実習

看護学統合

看護学統合研究<4年通年>

基盤 4名
日野病院

公衆衛生
看護学

稲田　千明11

基盤 6名
赤十字病院

基盤 6名
藤井記念病院

看護学統合

基盤 4名
三朝温泉病院

看護管理論実習
10名

倉吉保健所

看護管理論実習
10名

倉吉保健所

公衆衛生
看護学

岩澤　磨紀10

母子看護
学

菊原　美緒7

夏

期

休

業
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1

教員・学期別担当授業科目計画表(助教後期)

1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 # 7 14 21 28 4 11 18 25 4 11 18 25

名前 専門

フィールド
6名

成徳公民館

フィールド
6名

明倫公民館

フィールド
6名

灘手公民館

フィールド
6名

社公民館

成人B 4名
赤十字病院

成人B 4名
赤十字病院

成人B
4名

中央病
院

成人B 6名
生協病院

成人B
4名

中央病
院

永見　純子
成人看護

学

成人A　4名
労災病院

説明

・フィールド体験実習は2～3日に1
回の巡回指導のため学内講義と
両立でき教員の負担は少ない。

・フィールド体験実習は2～3日に1
回の巡回指導のため学内講義と
両立でき教員の負担は少ない。

・実習は1施設以上を担当し、2施
設の時は1～2日に1回の巡回指
導とする。学内での講義は実習帰
校日に実施するため両立可能で
ある。

・実習は1施設以上を担当し、2施
設の時は1～2日に1回の巡回指
導とする。学内での講義は実習帰
校日に実施するため両立可能で
ある。

基盤看護技術B<1年後期>

基盤看護技術D<2年後期> 基盤看護技術D<2年後期>

１０月

成人A　4名
中央病院

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

5

3

３月

成人B　4名
厚生病院

成人A　4名
厚生病院

２月

基盤看護技術D<2年後期>基盤看護技術D<2年後期>

基盤看護技術B<1年後期>基盤看護技術B<1年後期>

成人B　6名
労災病院

成人B　4名
済生会病院

１１月

成人A　6名
生協病院

１２月

成人B　4名
三朝温泉病院

成人B　4名
三朝温泉病院

１月

成人B　6名
労災病院

成人A　4名
三朝温泉病院

成人A　4名
三朝温泉病院

基盤看護技術B<1年後期>

成人B　4名
労災病院

4
成人看護

学
村口　孝子

基盤看護
学

佐々木　晶子1

基盤看護
学

田中　福恵2

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>

成人B　4名
野島病院

成人A　4名
野島病院

成人A　4名
労災病院

成人A　4名
博愛病院

成人B　4名
労災病院

成人B　4名
済生会病院

成人A　4名
済生会病院

成人A　4名
済生会病院

成人B　4名
厚生病院

成人A　4名
厚生病院

・実習は1施設以上を担当し、2施
設の時は1～2日に1回の巡回指
導とする。学内での講義は実習帰
校日に実施するため両立可能で
ある。

看護学統合研究<4年通年>看護学統合研究<4年通年>
看護管理学<4年後期>

成人A　4名
赤十字病院

成人A　4名
労災病院

成人A　4名
労災病院

成人看護
学

成人A　4名
西伯病院

成人B　3名
垣田病院

成人A　3名
北岡病院

成人B　3名
藤井記念病院

成人A　3名
藤井記念病院

出石　幸子
成人B　4名
博愛病院

成人A　4名
赤十字病院

成人看護
学

平野　裕美6

・実習は1施設以上を担当し、2施
設の時は1～2日に1回の巡回指
導とする。

成人A　4名
中央病院

冬

期

休

業

春

期

休

業
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1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 # 7 14 21 28 4 11 18 25 4 11 18 25

名前 専門

説明
１０月 ３月２月１１月 １２月 １月

小児
6名

総合療
育

小児
5名

労災病
院

小児
6名

総合療
育

小児
3名

かんろ

小児2名
赤十字
病院

小児2名
赤十字
病院

小児2名
赤十字
病院

小児
2名

鳥取医
療

小児
5名

岡本医
院

小児
5名

岡本医
院

小児
4名

厚生病
院

小児
8名

倉吉東

小児
4名

厚生病
院

小児
8名

倉吉愛
児園

小児
2名

わかば
台

小児
4名

まつだ
医院

小児
2名

湖山保
育

小児
2名

大正保
育

小児
2名

さとに

老年
4名

三朝温
泉病院

老年
6名

うつぶき

老年
2名

きんかい
幸朋苑

老年4名
済生会
病院

老年4名
日野病

院

老年4名
日野病

院

老年2名
日野病

院

老年4名
日野病

院

老年4名
尾﨑病

院

老年2名
智頭病

院

老年4名
ウェル

フェア渡
辺病院

老年6名
鳥取医
療セン
ター

老年4名
済生会
病院

老年2名
日南病

院

老年2名
あかね

老年2名
智頭病

院

10 岩澤　磨紀
公衆衛生
看護学

フィールド
6名 上小鴨

公民館

11 稲田　千明
公衆衛生
看護学

フィールド
6名

関金公民館

・実習担当時、学内帰校日に講義
を実施するため両立できる。

母性
4名

厚生病院

母子看護
学

井田　史子 母性
4名

労災病院

母性
4名

労災病院

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

看護学統合研究<4年通年>

母性
2名

津山中央

母性
4名

厚生病院

母性
4名

みやもと医院

母性
6名

津山中央

母性
4名

鳥取産院

母子看護
学

菊原　美緒7

・2施設以上担当時は2～3日に1
回の巡回指導のため、学内での
講義は実習帰校日に実施するた
め両立可能である。

8

地域包括
支援看護

学
伊藤　順子9

・実習は1施設以上を担当し、2施
設の時は1～2日に1回の巡回指
導とする。学内での講義は実習帰
校日に実施するため両立可能で
ある。



1

Ⅰ

Ⅰ

　　教育課程

必修 選択

スタディスキル 1前 1 15 ○ ○
日本語表現 1前 2 15 ○ ○
人間学 1前 2 15 ○ ○
心理学 1･2･3･4前 2 15 ○ ○
教育学 1･2･3･4前 2 15 ○ ○
宗教学 1･2･3･4後 2 15 ○ ○
文学 4後 2 15 ○ ○
日本国憲法 1･2･3･4前 2 15 ○ ○
多文化共生論 4後 2 15 ○ ○
山陰論 1後 2 15 ○ ○
化学 １前 2 15 ○ ○
住環境論 2･3･4前 1 15 ○ ○
統計学 1前 2 15 ○ ○
情報処理Ⅰ 1前 1 30 ○ ○
情報処理Ⅱ 1後 1 30 ○ ○
日本語表現演習 1後 1 30 ○ ○

英語Ａ（基礎英語） 1前 1 30 ○ ○

英語Ｂ（英文講読） 1後 1 30 ○ ○

英語Ｃ（英会話） 2前 1 30 ○ ○
中国語 1後 1 30 ○ ○
韓国語 1後 1 30 ○ ○
手話 2後 1 30 ○ ○
健康科学 1後 1 15 ○ ○
実践スポーツ 1前・後 1 30 ○ ○

24 24

生殖と倫理 2前 1 15 ○ ○ ○ ○

人体の構造と機能Ａ 1前 1 30 ○ ○ ○

人体の構造と機能Ｂ 1後 1 30 ○ ○ ○

人体の構造と機能Ｃ 1前 1 30 ○ ○ ○

人体の構造と機能Ｄ 1後 1 30 ○ ○ ○

生物学 1前 1 15 ○ ○ ○
代謝学・栄養学 2前 1 30 ○ ○ ○
感染免疫学 2前 1 30 ○ ○ ○ ○
薬理学 2後 1 30 ○ ○ ○
看護病態学 2後 1 15 ○ ○ ○
看護病態学演習 2後 1 30 ○ ○ ○ ○
疾病論Ａ 2前 1 30 ○ ○ ○
疾病論Ｂ 2後 1 30 ○ ○ ○
発達心理学 1後 1 30 ○ ○ ○ ○
臨床心理学 1後 1 30 ○ ○ ○ ○
人間関係論 1前 1 15 ○ ○ ○
ホスピタリティ論 1後 1 30 ○ ○ ○
公衆衛生学 1後 2 15 ○ ○ ○
社会福祉・社会保障
論

2後 2 15 ○ ○ ○ ○ ○

人権論 2後 1 30 ○ ○ ○
家族社会学 2後 1 30 ○ ○ ○ ○
コミュニティ論 2後 1 15 ○ ○ ○

22 22

看護学概論 1前 2 15 ○
看護倫理学 2後 1 15 ○ ○
基盤看護技術Ａ 1前 1 30 ○ ○
基盤看護技術Ｂ 1後 2 30 ○
基盤看護技術Ｃ 2前 2 30 ○ ○
基盤看護技術Ｄ 2後 2 30 ○
生活健康論 1前 1 30 ○ ○
看護ケア論 1後 1 15 ○
地域基礎看護学 1後 1 15 ○ ○ ○
生活健康論実習 1前 1 45 ○ ○

フィールド体験実習 1後 1 45 ○ ○

基盤看護学実習 2前 2 45 ○
17 17

0

4130

専
門
基
礎
分
野

基
盤
看
護
学

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

人
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と
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疾
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の

成

り

立

ち
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の

促

進
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00

老
年
看
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学

小
児
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学

母
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看
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学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論

科
学
的
思
考
の
基
盤

1

0

21

24 0

配当年次

健
康

小計(卒業要件)

小計(卒業要件)

小計(卒業要件)

　
　
　
　
専
門
支
持
分
野

専
門
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち

と
回
復
の
促
進

こ
こ
ろ
の

健
康

地
域
社
会
と

健
康
支
援

基
礎
分
野

学
び

の
基
礎

健

康

支

援

と

社

会

保

障

制

度

23 97

在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践区　分 授業科目

単位数 1単位当たり

の時間数

履修方法
及び

卒業要件

13 21 40

看
護
の
統
合
と
実
践

Ⅱ

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

基
礎
看
護
学

人
文
科
学

社
会

科
学

自
然
科
学

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

ス
キ
ル

様式第２号（その２）

(看護師学校)　　(鳥取看護大学看護学部看護学科)
別表３（看護師課程）

Ⅱ 専門分野
統合分野

計

　　　　　指定規則の教育内容
基礎分野 専門基礎分野

専門分野
統合分野

臨地実習

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

成
人
看
護
学

教育課程と指定規則との対比表

13単位以上

選択必修

母語とする

ものは除く1

単位選択必

修

1単位

選択必修

２単位以

上
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Ⅰ

Ⅰ

　　教育課程

必修 選択

成人看護学概論 2前 1 15 ○

成人看護学援助論Ａ 2前 2 15 ○ ○

成人看護学援助論Ｂ 2後 2 15 ○ ○

成人看護学援助論Ｃ 3前 1 15 ○ ○

成人看護学実習Ａ 3後 2 45 ○
成人看護学実習Ｂ 3後 3 45 ○
小児看護学概論 2前 2 15 ○
小児看護学援助論 3前 2 15 ○
小児看護学実習 3後 2 45 ○
母性看護学概論 2前 2 15 ○
母性看護学援助論 3前 2 15 ○
母性看護学実習 3後 2 45 ○

23 23

老年看護学概論 2後 2 15 ○
老年看護学援助論 3前 2 15 ○
老年看護学実習 3後 2 45 ○
精神看護学概論 2後 2 15 ○
精神看護学援助論 3前 2 15 ○
精神看護学実習 3後 2 45 ○
在宅看護学概論 3前 2 15 ○
在宅看護学援助論 3前 2 15 ○
在宅看護学実習 4前 2 45 ○
地域連携・協働支援
論

3前 2 15 ○ ○

地域連携・協働実習 4前 1 45 ○ ○ ○ ○ ○

地域密着型サービス
実習

4前 1 45 ○

地域の保健室論 3前 1 15 ○

公衆衛生看護学概論 3前 2 15 ○

疫学 3前 2 15 ○
27 27

看護活動と研究 3前 1 15 ○
看護学統合研究 4前(4後) 2 15(45) ○
家族看護学 2後 1 15 ○
看護管理学 4後 1 15 ○
看護教育学 4後 1 15 ○
リスクマネジメント
論

2後 1 15 ○

リフレクション論と
実践

2後 1 15 ○

生活リハビリテー
ション論

3前 1 15 ○

災害看護論 2後 1 15 ○
国際看護論 2後 1 15 ○
看護総合 4後 1 15 ○
看護学統合実習 4後 2 45 ○
保健統計学 2後 2 15 ○ ○
学校保健 3前 1 15 ○ ○
産業保健 3前 1 15 ○ ○

11 11

27

履修方法
及び

卒業要件

13 21 40 23 97

専
門
分
野

専門分野
統合分野

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

人
体
の
構
造
と
機
能

疾

病

の

成

り

立

ち

と

回

復

の

促

進

健

康

支

援

と

社

会

保

障

制

度

基
礎
看
護
学

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

専門分野
統合分野

臨地実習

計

Ⅱ

公
衆

衛
生

看
護
学

看
護
統
合
分
野

専
門
実
践
分
野

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と
実
践

Ⅱ

基
礎
看
護
学

00

914

817

別表３（看護師課程）

　　　　　指定規則の教育内容

0

2

0

0

基礎分野 専門基礎分野

小計(卒業要件)

小計(卒業要件)

小計(卒業要件)

区　分 授業科目 配当年次
単位数 1単位当たり

の時間数

124

29

看
護
の
統
合
と
実
践

指定規則に対する増単位数

卒業要件（最低）単位数 124

成
人
看
護
学

母
子
看
護
学

地
域
包
括
支
援
分
野

地
域
包
括
支
援
看
護
学

27 21 53 23

14 0 13 0
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　　教育課程

必修 選択

スタディスキル 1前 1 15

日本語表現 1前 2 15

人間学 1前 2 15

心理学 1･2･3･4前 2 15

教育学 1･2･3･4前 2 15

宗教学 1･2･3･4後 2 15

文学 4後 2 15

日本国憲法 1･2･3･4前 2 15

多文化共生論 4後 2 15

山陰論 1後 2 15

化学 １前 2 15

住環境論 2･3･4前 1 15

統計学 1前 2 15

情報処理Ⅰ 1前 1 30

情報処理Ⅱ 1後 1 30

日本語表現演習 1後 1 30

英語Ａ（基礎英語） 1前 1 30

英語Ｂ（英文講読） 1後 1 30

英語Ｃ（英会話） 2前 1 30

中国語 1後 1 30

韓国語 1後 1 30

手話 2後 1 30

健康科学 1後 1 15

実践スポーツ 1前・後 1 30

24 0

生殖と倫理 2前 1 15

人体の構造と機能Ａ 1前 1 30

人体の構造と機能Ｂ 1後 1 30

人体の構造と機能Ｃ 1前 1 30

人体の構造と機能Ｄ 1後 1 30

生物学 1前 1 15

代謝学・栄養学 2前 1 30

感染免疫学 2前 1 30

薬理学 2後 1 30

看護病態学 2後 1 15

看護病態学演習 2後 1 30

疾病論Ａ 2前 1 30

疾病論Ｂ 2後 1 30

発達心理学 1後 1 30

臨床心理学 1後 1 30

人間関係論 1前 1 15

ホスピタリティ論 1後 1 30

公衆衛生学 1後 2 15 ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉・社会保障論 2後 2 15 ○

人権論 2後 1 30

家族社会学 2後 1 30

コミュニティ論 2後 1 15 ○

22 5

看護学概論 1前 2 15

看護倫理学 2後 1 15

基盤看護技術Ａ 1前 1 30

基盤看護技術Ｂ 1後 2 30

基盤看護技術Ｃ 2前 2 30

基盤看護技術Ｄ 2後 2 30

生活健康論 1前 1 30

看護ケア論 1後 1 15

地域基礎看護学 1後 1 15 ○ ○

生活健康論実習 1前 1 45

フィールド体験実習 1後 1 45 ○

基盤看護学実習 2前 2 45

17 2

　　　　　指定規則の教育内容 公衆衛生看護学実習

様式第２号（その２）

教育課程と指定規則との対比表
(保健師学校)　　(鳥取看護大学看護学部看護学科)

別表１（保健師課程）

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

公衆衛生看護学

疫
学

保
健
統
計
学

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

臨地実習

28

基
礎
分
野

学
び

の
基
礎

人
文
科
学

社
会

科
学

自
然
科
学

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

ス
キ
ル

健
康

小計(卒業要件)

2 14 2 2 3 5

区　分 授業科目 配当年次
単位数 1単位当たり

の時間数

履修方法
及び

卒業要件

計

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

　
　
　
　
専
門
支
持
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち

と
回
復
の
促
進

こ
こ
ろ
の

健
康

地
域
社
会
と

健
康
支
援

小計(卒業要件)

専
門
分
野

0 0

1 1

5 0

専
門
基
礎
分
野

基
盤
看
護
学

小計(卒業要件)

13単位以上

選択必修

母語とする

ものは除く1

単位選択必

修

1単位

選択必修

２単位以上

選択必修
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　　教育課程

必修 選択

成人看護学概論 2前 1 15

成人看護学援助論Ａ 2前 2 15

成人看護学援助論Ｂ 2後 2 15

成人看護学援助論Ｃ 3前 1 15

成人看護学実習Ａ 3後 2 45

成人看護学実習Ｂ 3後 3 45

小児看護学概論 2前 2 15

小児看護学援助論 3前 2 15

小児看護学実習 3後 2 45

母性看護学概論 2前 2 15

母性看護学援助論 3前 2 15

母性看護学実習 3後 2 45

23 0

老年看護学概論 2後 2 15

老年看護学援助論 3前 2 15

老年看護学実習 3後 2 45

精神看護学概論 2後 2 15

精神看護学援助論 3前 2 15

精神看護学実習 3後 2 45

在宅看護学概論 3前 2 15

在宅看護学援助論 3前 2 15

在宅看護学実習 4前 2 45

地域連携・協働支援論 3前 2 15

地域連携・協働実習 4前 1 45 ○

地域密着型サービス実習 4前 1 45

地域の保健室論 3前 1 15 ○ ○ ○

公衆衛生看護学概論 3前 2 15 ○ ○ ○ ○

疫学 3前 2 15 ○ ○

27 6

看護活動と研究 3前 1 15

看護学統合研究 4前(4後) 2 15(45)

家族看護学 2後 1 15

看護管理学 4後 1 15

看護教育学 4後 1 15

リスクマネジメント論 2後 1 15

リフレクション論と実践 2後 1 15

生活リハビリテーション論 3前 1 15

災害看護論 2後 1 15 ○ ○ ○

国際看護論 2後 1 15

看護総合 4後 1 15

看護学統合実習 4後 2 45

27 1

保健統計学 2後 2 15 ○ ○
学校保健 3前 1 15 ○
産業保健 3前 1 15 ○
公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 3前 3 15 ○
公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 4前 3 15 ○
公衆衛生看護管理論 4前 1 15 ○
公衆衛生看護活動展開論実習 4前 1 45 ○
公衆衛生看護管理論実習 4前 2 45 ○ ○ ○

14 14

138 28

0

2 14 2 2 3 5 28

別表１（保健師課程）

公衆衛生看護学

疫
学

保
健
統
計
学

保
健
医
療
福
祉
行
政
論

臨地実習
公衆衛生看護学実習

計

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

実

習

公
衆
衛
生
看
護
活
動
展
開
論
実
習

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論
実
習

成
人
看
護
学

母
子
看
護
学

小計(卒業要件)

専
門
分
野

区　分

　　　　　指定規則の教育内容

授業科目 配当年次
単位数 1単位当たり

の時間数

履修方法
及び

卒業要件

1 0

5 1

0 0

卒業要件（最低）単位数 124 23 5 28

保健師国家試験受験資格を取得する場合の最低必要単位数

保
健
師
教
育
課
程

保
健
師
教
育
分
野

公
衆
衛
生
看
護
学

小計(卒業要件) 11 3

指定規則に対する増単位数

23 5

0 0

地
域
包
括
支
援
分
野

地
域
包
括
支
援
看
護
学

小計(卒業要件)

看
護
統
合
分
野

看
護
の
統
合
と
実
践

小計(卒業要件)

専
門
実
践
分
野



1

○学校法人 藤田学院　情報公開規程

(目的）

第1条 　この規程は、学校法人藤田学院（以下「法人」という。）が保有する情報の公開に関し、

　　　必要な事項を定めることにより、学院の運営及び教育研究等の諸事業に係る社会的説明責任

　　　を果たすことを目的とする。

(公開する情報)

第2条 　公開する情報は次の各号のとおりとする。

（1）法人及び各学校の基本情報

　 ① 建学の精神・教育、運営の基本

　 ② 法人の沿革

　 ③ 各学校・学科等の入学定員、学生数の状況

 　④ 役員・評議員・教職員の概要

（2）経営及び財務に関する情報

 　① 財産目録

　 ② 貸借対照表

 　③ 消費収支計算書

　 ④ 資金収支計算書

   ⑤ 事業計画書

　 ⑥ 事業報告書

 　⑦ 監事の監査報告書

（3）教育研究活動等に関する情報

　 ① 教育研究上の目的

 　② 教育研究上の基本組織

 　③ 教員組織、教員数並びに各教員が有する学位及び業績

 　④ 入学者に関する受入方針、入学者数、収容定員及び在学する学生数、卒業（修了）者数、進

　  　学者数、就職者数

　 ⑤ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画

 　⑥ 学修成果の評価及び卒業又は修了認定の基準

　 ⑦ 校地、校舎の施設及び設備その他の学生の教育研究環境

　 ⑧ 授業料、入学料等の大学が徴収する費用

　 ⑨ 学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援

　 ⑩ 国際交流・社会貢献

 　⑪ 学則

（4）評価に関する情報

   ① 文部科学大臣の認証を受けた者（認証評価機関）による評価結果

（5）その他の情報

 　① 法令により公表しなければならない情報

 　② 前各号に定める情報のほか、積極的な情報公開が必要と認められる情報

(公開の方法）

第3条　 前条に定める情報の公開は、インターネット又は広報誌等の刊行物への掲載ほか広く社会

　　　に周知するこができる方法によって行うものとする。

(閲覧）

第4条 　法人の設置する私立学校に在学する者その他の利害関係人は、私立学校法第47条第2項及び

　　　学校法人藤田学院寄附行為第34条第2項の規程に基づき、法人の事務所に備えた財産目録、

　　　貸借対照表、収支計算書、事業報告書及び監査報告書を閲覧することができる。

　2　前項の書類の閲覧について必要な事項は、学校法人藤田学院　財務書類等閲覧規程に定める

　　ところによる。　
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(非公開情報)

第5条　 第2条に定める公開情報に、次の各号のいずれかの情報が含まれている場合は、当該情報を

　　　非公開とする。

 (1) 法令等の規定により公にすることができない情報。

 (2) 個人に関する情報であって、特定個人を識別することができるもの又は特定の個人を識別す

   ることはできないが、公にすることにより個人の権利利益を害するおそれがあるもの。

   ただし、次に掲げる情報を除く。

   ① 法令の規程により又は慣行として公にされ、又は公にされることが予定されている情報
   ② 人の生命、身体又は財産を保護するため、公にすることが必要であると認められる情報
   ③ 邦人の役員及び教職員の職務の遂行に係る情報のうち、当該役員及び教職員の氏名、職名及

      び職務の内容であって当該個人の権利利益を侵害するおそれのないもの

 (3) 本法人以外の法人その他の団体に関する情報又は事業を営む個人の事業に関する情報であって、

     公にすることにより、法人等又は個人の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれ

     があるもの。

 (4) 法人の事務又は事業に関する情報であって、公にすることにより事務又は事業の適正な遂行に

　　 支障を及ぼすおそれがあるもの。　　

(所管）

第6条　この規程の所管は、総務部とする。

(規程の改廃）

第7条　この規程の改廃は、規程管理規程の定めによる。

附則

　　　　　　　　　　　この規程は、平成26年4月1日から施行する。
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